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第１３章 重 要 水 防 箇 所 

１ 重要水防箇所評定基準 

 （１）河 川 関 係 

山 形 県 

種別 水防上最も重要な区間（Ａ） 水防上重要な区間（Ｂ） 要注意区間 

 

堤防高 

（流下 

能力） 

計画高水流量相当（※1）規模の洪

水の水位（高潮区間の堤防にあっ

ては計画高潮位）が現況の堤防高

を越える箇所。 

計画高水流量相当（※1）規模の

洪水の水位（高潮区間の堤防にあ

っては計画高潮位）と現況の堤防

高との差が堤防の計画余裕高に満

たない箇所。 

河道内の堆積土砂、樹

木等による流下能力不

足の箇所。 

堤防 

断面 

現況の堤防断面あるいは天端幅が

計画の堤防断面あるいは計画の天

端幅の２分の１未満（※2）の箇

所。 

現況の堤防断面あるいは天端幅

が、計画の堤防断面あるいは計画

の天端幅に対して不足している

が、それぞれ２分の１以上（※

2）確保されている箇所。 

 

法崩れ 

すべり 

法崩れ又はすべりの実績がある

が、その対策が未施工の箇所。 

法崩れ又はすべりの実績はない

が、堤体あるいは基礎地盤の土

質、法勾配等からみて法崩れ又は

すべりが発生する恐れのある箇所

で、所要の対策が未施工の箇所。 

 

漏水 過去に漏水の履歴があるが、その

対策が未施工の箇所。 

漏水の履歴があり、その対策が暫

定施工の箇所。 

漏水の履歴はないが、破堤跡又は

旧川跡の堤防で漏水が発生する恐

れがある箇所で、所要の対策が未

施工の箇所。 

 

 

水 衝 ・

洗掘 

水衝部にある堤防の前面の河床が

深掘れしているが、その対策が未

施工の箇所。橋台取り付け部やそ

の他の工作物の突出箇所で、堤防

護岸の根固等が洗掘を受け、その

対策が未施工の箇所。 

波浪による河岸の欠壊等の危機に

瀕した実績があるが、その対策が

未施工の箇所。 

水衝部にある堤防の前面の河床が

深掘れにならない程度に洗掘され

ているが、その対策が未施工の箇

所。 

 

 

 

 

 

工作物 

河川管理施設等応急対策基準に基

づく改善措置が必要な堰、橋梁、

樋管その他の工作物の設置されて

いる箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁

下高等が計画高水流量相当規模の

洪水の水位（高潮区間の堤防にあ

っては計画高潮位）以下となる箇

所。（※3）。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁

下高等と計画高水流量相当規模の

洪水の水位（高潮区間の堤防にあ

っては計画高潮位）との差が堤防

の計画余裕高に満たない箇所。 

（※3） 
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第１３章 重要水防箇所 

 

種別 水防上最も重要な区間（Ａ） 水防上重要な区間（Ｂ） 要注意区間 

 

新堤防・ 

破堤跡・旧川跡 

  新堤防で築造後３年以

内の箇所。 

破堤跡又は旧川跡の箇

所。 

陸閘   陸閘が設置されている

箇所。 

 

（※1）計画高水流量相当とは、既往洪水流量（年１～２回程度）規模の洪水や河川整備計画上の計

画高水流量規模の洪水等に相当する流量を指す。 

（※2）計画の改修断面が設定されていない区間については、上下流の堤防断面を比較対象とする。 

（※3）未改修区間における要改築構造物や河川管理施設等構造令に適合していない橋梁等について、

上下流の状況から明らかに桁下高等が不足しているものは対象とする。 
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第１３章 重要水防箇所 

重要水防箇所評定基準（案） 

国土交通省 

種   別 
重      要     度 

要 注 意 区 間 
Ａ 水防上最も重要な区間 Ｂ 水防上重要な区間 

越水 

（溢水） 

計画高水流量規模の洪水の水

位（高潮区間の堤防にあっては

計画高潮位）が現況の堤防高を

越える箇所。 

 計画高水流量規模の洪水の水

位（高潮区間の堤防にあっては

計画高潮位）と現況の堤防高と

の差が堤防の計画余裕高に満た

ない箇所。 

 

堤体漏水 

堤防の機能に支障が生じる堤

体の変状の履歴（被災状況が確

認できるもの）があり、類似の

変状が繰り返し生じている箇

所。 

堤体の土質、法匂配等からみ

て堤防の機能に支障が生じる堤

体の変状の生じるおそれがあ

り、かつ堤防の機能に支障が生

じる堤体の変状の履歴（被災状

況が確認できるもの）がある箇

所。 

水防団等と意見交換を行い、

堤体漏水が生じる可能性が特に

高いと考えられる箇所。 

 堤防の機能に支障が生じる堤

体の変状の履歴（被災状況が確

認できるもの）があり、安全が

確認されていない箇所、又は堤

防の機能に支障は生じていない

が、進行性がある堤体の変状が

集中している箇所。 

 堤防の機能に支障が生じる堤

体の変状の履歴（被災状況が確

認できるもの）はないが、堤体

の土質、法匂配等からみて堤防

の機能に支障が生じる堤体の変

状の生じるおそれがあると考え

られる箇所。 

 水防団等と意見交換を行い、

堤体漏水が生じる可能性が高い

と考えられる箇所。 

 

基 礎 地 盤 

漏 水 

堤防の機能に支障が生じる基

礎地盤漏水に関係する変状の履

歴（被災状況が確認できるも

の）があり、類似の変状が繰り

返し生じている箇所。 

基礎地盤の土質等からみて堤

防の機能に支障が生じる変状の

生じるおそれがあり、かつ堤防

の機能に支障が生じる基礎地盤

漏水に関係する変状の履歴（被

災状況が確認できるもの）があ

る箇所。 

水防団等と意見交換を行い、

基礎地盤漏水が生じる可能性が

特に高いと考えられる箇所。 

堤防の機能に支障が生じる基

礎地盤漏水に関係する変状の履

歴（被災状況が確認できるも

の）があり、安全が確認されて

いない箇所、又は堤防の機能に

支障は生じていないが、進行性

がある基盤漏水に関係する変状

が集中している箇所。 

堤防の機能に支障が生じる基

礎地盤漏水に関係する変状の履

歴（被災状況が確認できるも

の）はないが、基礎地盤漏水の

土質等からみて堤防の機能に支

障が生じる変状の生じるおそれ

があると考えられる箇所。 

水防団等と意見交換を行い、

基礎地盤漏水が生じる可能性が

高いと考えられる箇所。 
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第１３章 重要水防箇所 

 

 

 

種   別 重      要     度 要注意区間 

Ａ 水防上最も重要な区間 Ｂ 水防上重要な区間 

水衝・洗掘 

 水衝部にある堤防の前面の河

床が深掘れしているが、その対

策が未施工の箇所。 

 橋台取り付け部やその他の工

作物の突出箇所で、堤防護岸の

根固め等が洗われ一部破損して

いるが、その対策が未施工の箇

所。 

波浪による河岸の欠壊等の危険

に瀕した実績があるが、その対

策が未施工の箇所。 

水衝部にある堤防の前面の河床

が深掘れにならない程度に洗掘

されているが、その対策が未施

工の箇所。 

 

 

工作物 

 河川管理施設等応急対策基準

に基づく改善措置が必要な堰、

橋梁、樋管その他の工作物の設

置されている箇所。 

 橋梁その他の河川横断工作物

の桁下高等が計画高水流量規模

の洪水の水位（高潮区間の堤防

にあっては計画高潮位）以下と

なる箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の

桁下高等と計画高水流量規模の

洪水の水位（高潮区間の堤防に

あっては計画高潮位）との差が

堤防の計画余裕高に満たない箇

所。 

 

工事施工 

  出水期間中に堤防

を開削する工事箇

所又は仮締切等に

より本堤に影響を

及ぼす箇所。 

新堤防・ 

破堤跡・ 

旧川跡 

 

 

  新堤防で築造後

3年以内の箇所。 

 破堤跡又は旧川

跡の箇所。 

陸閘 
   陸閘が設置され

ている箇所。 
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第１３章 重要水防箇所 

（２）海岸関係 

危 険 度 評 定 基 準 

山 形 県 

区分 

種別 

最 も 重 要 な 区 域 

Ａ 

次 に 重 要 な 区 域 

Ｂ 

 

堤 防 高 

既設堤防高が計画堤防高以下で背後 

地に公共施設及び人家が接している 

地区。 

堤防高は計画堤防高であるが、背後地に

人家が多く、特に注意を要する地区。 

 

漏 水 箇 所 
堤防より漏水の実績があるもの又は 

その恐れが十分あるもの。 

従来漏水の実績があり、これに対し 

て措置が講じられた実績があるもの。 

水 衝 箇 所 
護岸が破損しているもの又は破損の

実績があるもの。 

護岸が不完全と考えられるもの。 

 

洗 掘 

堤脚又は覆岸の根囲が洗掘している

もの。 

消波等が破損して危険が予想される 

場合。 

堤脚前面が洗掘の危険がある場合。 

 

堤 体 の 強 度 

施工してから年数がたち、全体的に

破損又過去に大きな破損の実績のあ

るもの。 

施工してから年数がたち、堤体に破損が 

あるもの。 

 

 

 

 

２ 重要水防箇所 

重要水防箇所は資料編に示す。 
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